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論 文 内 容 の 要 旨

プロピルアリサイアミン (TPD)が従来の Bl に較べてはるかに強い組織親和性, 特に血液との親和性

の強いことは内外語学者によって認められている｡ しかしその機転に関しては或いはTPDの脂溶性に基

づくと考え, 或いは酵素作用などが推測されている程度で, 詳細な検討はなされていない｡ 筆者は TPD

をはじめとし組織親和性の強い B l 誘導体が多量に使われている今日, これらの組織移行機転を明らかに

することは, Bl の体内利用に関連して甚だ重要と考え, TPD について invitroで詳細な研究を行った｡

i 〔実験方法〕

内容約 20mlの共栓遠沈管に血球, 血奨 0.5mlあるいは薄切した約 0.2gの組織片を取り, これに実

験の目的にかなった各種試薬を加え, 更に等張液を加えて全量を 7mlに補正 (pH7.4) して 37oCの

恒温槽内で30分間振返しつつ反応させた｡ Bl の定量はチオクローム法を用いた｡ 又, TPD-J35S(outer)

の定量は Pirie試薬を用いて湿式酸化後, 35Sを Benzidinesulfateとしその放射能を単窓型ガスフロー

カウンターで測定し, これから換算して仮の B l 相当量とした｡

〔実験結果〕

(1)血液の TPD還元力には限度がある｡ 人血球 0.5mlの血球浮遊液中への最大還元量は約 200pg,

血球内への最大取込量は約 400FEg,血祭 0.5mlの最大還元量は約 70pgであるO

(2) これらの還元力は P･CMB(p-chloromercuribenzoicacid)の添加によって極度に減少する｡ 即ち,

予め血球に P･CMBを反応させると血球の TPD還元量が極度に減少するが, これは血球の TPD還元

力が SH 基によってなされることを示すものである｡ 筆者の研究結果からすれば, 血球への取込みの原

動力は, 殆んどこの SIi 基による単なる還元作用によるものであり, 一部に考えられているような酵素

的な作用ではなかった｡ このことは, 血球を煮沸したものとしないものとのTPD還元力に殆んど差異の

ないこと, 及び TPDからBl への還元は極めて速やかに行われ, 酵素作用のような漸進性を取っていな

いこと等からも明らかであると考える｡
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(3) 血球とTPDとの反応の場に血葉を添加すると, 血奨そのものの TPD還元力は血球に較べて著

しく弱いにもかかわらず, 血球内に蓄積される遊離 B l 量及び血球外液に遊離される遊離 B l 量に著明な

増加が認められる｡ これは血球内のSH基が TPDと反応した場合 -S-S一結合をおこすが, このものが

血梁の添加によって分離し再びその SH基の機能を回復することによるものと考えられる｡ そしてこの

場合, 血球が溶血せず健全な形で存在することが必要であることから, 血球内の SH基の機能の回復に

は血球膜が関与しているものと考えられる｡

(4)組織片のTPD還元力も, P･CMBによって極度に抑制されるから, 血球の場合と同じく, その取

込み機構は SH基によるものであると考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

アリチアミンの同属体であるプロピルアリチアミン(TPD)は従来のビタミンB1 と異 り組織親和性が

極めて強い等の優れた性質があるがその機構の詳細は明らかでなかった｡ 本論文はこの親和性の機構を明

らかにするために行った研究である｡ 著者は先ず血球のTPD親和性に着目し人血球浮遊液を用いこれに

各種の試薬, ついで TPDを添加し, この中に証明されるBl をチオクローム法を用いて定量し, TPD

の血球親和性をみ る方法を考 えた｡ その結果血球並びに血祭の TPD還元力及び血球内に取込まれる

TPDの量には限界のあること,SH基をブロックするp-chloromercuribenzoicacidを予め血球に加え

た後 TPDを添加するとこれらの力が極度に減少する事実を知 った｡ ついでこの事実を更に究明するため

に血球浮遊液に血柴を添加した場合としない場合等について S35標識 TPDを用いて各種の実験的研究を

行った｡ その結果血菜を添加した場合には上記の力が著しく増大されること, そしてTPDのこのような

組織親和性は TPDの細胞膜易通過性と, TPDの側鎖と細胞内SH基との化学反応に基 くものであり,

酵素的機構は関与していないことを明らかにした｡

よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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